認定情報技術者®申請書
一般社団法人　情報処理学会殿
下記により、認定情報技術者の審査を申請します。
提出日：西暦    年  月  日
	職種
	ITアーキテクト

	専門分野
	アプリケーションアーキテクチャ

	申請レベル
	■レベル4

	合格試験
（合格証書のコピーを添付のこと）　
	□ＩＴストラテジスト試験
（旧試験 □システムアナリスト）

　　　　　　□上級システムアドミニストレータ）

	
	□システムアーキテクト試験
（旧試験
□アプリケーションエンジニア）

	勤務情報
	勤務先名


	
	支店・部課名等

	職位


	年齢
	歳

	申請理由
	

	得意分野
	

	推薦者
	フリガナ
	

	
	氏名
	

	倫理要綱
	□　認定情報技術者の倫理要綱・行動規範を遵守します。　
　　　（同意する場合は、文頭の□を■にする。）


（様式1-ITA-160411）
認定情報技術者申請書(2) 
主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献の記録
＜1.主要業務実績＞
	期間
	役割
	業務内容
	実績No

	    年  月
～
    年  月
	
	
	

	    年  月
～
    年  月
	
	
	

	    年  月
～
    年  月
	
	
	

	    年  月
～
    年  月
	
	
	

	    年  月
～
    年  月
	
	
	


＜2.研修受講＞
	受講年月
	研修コース名
	主催者
	期間
	研修内容・目的
	社内/外区分

	    年  月
	
	
	
	
	

	    年  月
	
	
	
	
	

	    年  月
	
	
	
	
	


＜3.資格取得＞
	取得年月
	資格名称
	有効期限

	    年  月
	
	年  月

	    年  月
	
	年  月


＜4.技術の継承＞
＜4.1.著作・論文＞　注1：申請職種、申請専門分野に合致したものを記載する。　　　注2：共著も可
	発表年月
	著作・論文名
	出版社・学会・論文誌名、社内イベント名
	具体的内容
	社内/外区分

	    年  月
	
	
	
	

	    年  月
	
	
	
	


＜4.2.講演・講師＞　注1：申請職種、申請専門分野に合致したものを記載する。
	発表年月
	講演タイトル名
	主催・イベント名
	具体的内容
	社内/外区分

	    年  月
	
	
	
	

	    年  月
	　
	　
	　
	


＜4.3.特許出願＞　注1：申請職種、申請専門分野に合致したものを記載する。
	出願年月
	特許番号・特許名
	具体的内容

	    年  月
	
	


＜4.4.学会・コミュニティ活動＞　注1：申請職種、申請専門分野に合致したもので、申請者の技術やスキル、経験に基づく知見を伝承したものを記載する。聴講のみの参加は不可。
	活動期間
	名称
	活動内容
	社内/外区分

	    年  月
～
    年  月
	
	
	

	    年  月
～
    年  月
	
	
	


＜5.後進の育成＞　注1：申請職種、申請専門分野に合致したものを記載する。　　注2：業務経歴書で申請した実績以外の場での活動を記載する。
	活動期間
	名称
	活動内容
	社内/外区分

	    年  月
～
    年  月
	
	
	


（様式2-200727）
認定情報技術者申請書(3)
業務経歴書 （ITアーキテクト/アプリケーションアーキテクチャ）
実績No. 1
(注) 技術的説明は、一般的な内容ではなく、プロジェクト固有の内容を具体的に記入すること。
	プロジェクト名
	

	プロジェクト
規模
	総工数
（人月）
	計画
	人月
	ピーク時
人数
	計画
	人

	
	
	実績
	人月
	
	実績
	人

	プロジェクト
期間
	計画
	    年  月～    年  月

	
	実績
	    年  月～    年  月

	プロジェクト
概要
	顧客
	· 

	
	ビジネス要件
	· 

	
	プロジェクト要件
	· 

	
	契約形態
	· 

	プロジェクト
参画期間
	実績
	    年  月～    年  月

	
	参画フェーズ
	

	業務概要
	活用した専門技術
	· 

	
	成果物／提供サービス
	· 

	
	品質要件
	【機能性】
【信頼性】
【移植性】
【その他】
· 

	
	複雑性要件
	※項目をチェックし、具体的な説明を追記すること
□機能性要求に対して高度な設計が必要
□信頼性要求に対して高度な設計が必要
□使用性要求に対して高度な設計が必要
□効率性要求に対して高度な設計が必要
□保守性要求に対して高度な設計が必要
□移植性要求に対して高度な設計が必要
□上記要求間に複雑な依存関係が存在し、最適化された設計が必要
□コンポネントおよびコンポネント間のインタフェースの数が多くシステム構造が複雑
□トラフィック量またはデータ量が多くデータの制御および管理技術が高度
□一般化された技術で解決できない要求に対して先進的で使用実績の少ない技術を適用

	プロジェクト
での役割
	立場
	□責任者　　 □リーダ 　　□メンバ

	
	具体的に
	· 

	プロジェクト
体制
	

	システム構成
／ソフトウェア構成
	

	自らのスキルを発揮した課題と解決
	※どのような課題を、誰が、どう解決し、どのような結果・評価を得たかに加えて、レベル4の実績ではチームリーダとしてのスキルを発揮したことが明確になるよう記述して下さい。
· 

	リスク
マネジメント
	

	プロジェクトでの役割に関する結果の評価
	ビジネス
	· 

	
	テクニカル
	· 

	
	パーソナル
	· 

	顧客評価
	· 

	後進育成
への貢献
	· 

	専門性
	※項目をチェックし、具体的な説明を追記すること
□要求モデリング
□アーキテクチャ設計
□ユーザビリティ
□機能性　
□データ
□標準化と再利用
□アーキテクチャの評価

	その他
補足事項
	· 


（様式3-ITA/AP-160411）
認定情報技術者申請書(4)
達成度指標チェックシート （ＩＴアーキテクト/アプリケーションアーキテクチャ）
実績No. 1
	 
	達成度に関する自己申告

	ビジネス貢献
	責任性（顧客に対する立場の責任を示す。該当する項目をチェックする。）

	
	□責任者　　　　□リーダ　　　　□メンバ

	
	複雑性（プロジェクトの難易度を示す。該当項目をチェックする。）以下の２項目以上の条件に該当する高難易度のＩＴアーキテクチャ設計を成功裡に遂行した経験と実績を有する。

	
	□機能性要求に対して高度な設計が必要　　　　　□信頼性要求に対して高度な設計が必要
□使用性要求に対して高度な設計が必要　　　　　□効率性要求に対して高度な設計が必要
□保守性要求に対して高度な設計が必要　　　　　□移植性要求に対して高度な設計が必要
□上記要求間に複雑な依存関係が存在し、最適化された設計が必要
□コンポネントおよびコンポネント間のインタフェースの数が多くシステム構造が複雑
□トラフィック量またはデータ量が多くデータの制御および管理技術が高度
□一般化された技術で解決できない要求に対して先進的で使用実績の少ない技術を適用

	
	サイズ（プロジェクトの規模を示す。該当する場合、チェックする）

	
	Ｎ/Ａ

	プロフェッショナル貢献
	専門性（専門性を発揮し、貢献している主要テーマをチェックする。）

	
	□要求モデリング
□アーキテクチャ設計
□ユーザビリティ
□機能性　
□データ
□標準化と再利用
□アーキテクチャの評価

	
	技術の継承（実施・貢献した項目をチェックする。）

	
	□学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動　　□著書　　　　　　　　　　□社外論文掲載　　　　　　　　□社内論文掲載　　　　　　　□社外講師　　　　　　　　　　□社内講師　　　　　　　□特許出願

	
	後進の育成（メンタリング、コーチング等で育成した職種にチェックする。）

	
	□ＩＴアーキテクト　□その他の職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（様式4-ITA/AP-150610）
認定情報技術者申請書(3)
業務経歴書 （ITアーキテクト/アプリケーションアーキテクチャ）
実績No. 2
(注) 技術的説明は、一般的な内容ではなく、プロジェクト固有の内容を具体的に記入すること。
	プロジェクト名
	

	プロジェクト
規模
	総工数
（人月）
	計画
	人月
	ピーク時
人数
	計画
	人

	
	
	実績
	人月
	
	実績
	人

	プロジェクト
期間
	計画
	    年  月～    年  月

	
	実績
	    年  月～    年  月

	プロジェクト
概要
	顧客
	· 

	
	ビジネス要件
	· 

	
	プロジェクト要件
	· 

	
	契約形態
	· 

	プロジェクト
参画期間
	実績
	    年  月～    年  月

	
	参画フェーズ
	

	業務概要
	活用した専門技術
	· 

	
	成果物／提供サービス
	· 

	
	品質要件
	【機能性】
【信頼性】
【移植性】
【その他】
· 

	
	複雑性要件
	※項目をチェックし、具体的な説明を追記すること
□機能性要求に対して高度な設計が必要
□信頼性要求に対して高度な設計が必要
□使用性要求に対して高度な設計が必要
□効率性要求に対して高度な設計が必要
□保守性要求に対して高度な設計が必要
□移植性要求に対して高度な設計が必要
□上記要求間に複雑な依存関係が存在し、最適化された設計が必要
□コンポネントおよびコンポネント間のインタフェースの数が多くシステム構造が複雑
□トラフィック量またはデータ量が多くデータの制御および管理技術が高度
□一般化された技術で解決できない要求に対して先進的で使用実績の少ない技術を適用

	プロジェクト
での役割
	立場
	□責任者　　 □リーダ 　　□メンバ

	
	具体的に
	· 

	プロジェクト
体制
	

	システム構成
／ソフトウェア構成
	

	自らのスキルを発揮した課題と解決
	※どのような課題を、誰が、どう解決し、どのような結果・評価を得たかに加えて、レベル4の実績ではチームリーダとしてのスキルを発揮したことが明確になるよう記述して下さい。
· 

	リスク
マネジメント
	

	プロジェクトでの役割に関する結果の評価
	ビジネス
	· 

	
	テクニカル
	· 

	
	パーソナル
	· 

	顧客評価
	· 

	後進育成
への貢献
	· 

	専門性
	※項目をチェックし、具体的な説明を追記すること
□要求モデリング
□アーキテクチャ設計
□ユーザビリティ
□機能性　
□データ
□標準化と再利用
□アーキテクチャの評価

	その他
補足事項
	· 


（様式3-ITA/AP-160411）
認定情報技術者申請書(4)
達成度指標チェックシート （ＩＴアーキテクト/アプリケーションアーキテクチャ）
実績No. 2
	 
	達成度に関する自己申告

	ビジネス貢献
	責任性（顧客に対する立場の責任を示す。該当する項目をチェックする。）

	
	□責任者　　　　□リーダ　　　　□メンバ

	
	複雑性（プロジェクトの難易度を示す。該当項目をチェックする。）以下の２項目以上の条件に該当する高難易度のＩＴアーキテクチャ設計を成功裡に遂行した経験と実績を有する。

	
	□機能性要求に対して高度な設計が必要　　　　　□信頼性要求に対して高度な設計が必要
□使用性要求に対して高度な設計が必要　　　　　□効率性要求に対して高度な設計が必要
□保守性要求に対して高度な設計が必要　　　　　□移植性要求に対して高度な設計が必要
□上記要求間に複雑な依存関係が存在し、最適化された設計が必要
□コンポネントおよびコンポネント間のインタフェースの数が多くシステム構造が複雑
□トラフィック量またはデータ量が多くデータの制御および管理技術が高度
□一般化された技術で解決できない要求に対して先進的で使用実績の少ない技術を適用

	
	サイズ（プロジェクトの規模を示す。該当する場合、チェックする）

	
	Ｎ/Ａ

	プロフェッショナル貢献
	専門性（専門性を発揮し、貢献している主要テーマをチェックする。）

	
	□要求モデリング
□アーキテクチャ設計
□ユーザビリティ
□機能性　
□データ
□標準化と再利用
□アーキテクチャの評価

	
	技術の継承（実施・貢献した項目をチェックする。）

	
	□学会、委員会等プロフェッショナルコミュニティ活動　　□著書　　　　　　　　　　□社外論文掲載　　　　　　　　□社内論文掲載　　　　　　　□社外講師　　　　　　　　　　□社内講師　　　　　　　□特許出願

	
	後進の育成（メンタリング、コーチング等で育成した職種にチェックする。）

	
	□ＩＴアーキテクト　□その他の職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（様式4-ITA/AP-150610）
認定情報技術者申請書(5)
スキル熟達度チェックシート （ＩＴアーキテクト/アプリケーションアーキテクチャ）
（注）
※スキル項目ごとに、実績１か実績２かを明記し、その業務実績の中でどのような場面でどのようなスキルを活用したかを簡潔に記述する。
※達成度指標チェックシートでチェックした責任性や複雑性への対応が分かるように記述する。

※ITスキル標準V3 2011の「3部スキル編」の「スキル領域とスキル熟達度」を見て記述する。
　　　https://www.ipa.go.jp/jinzai/skill-standard/plus-it-ui/itss/download_v3_2011.html
	共通スキル項目
	スキル熟達度に関する自己申告

	アーキテクチャ設計
	（ソリューション設計の責任者として、ユーザの要求をアーキテクチャ要件に分解、再構成し、ＩＴアーキテクチャの設計、およびその実現性可能性の評価を実施することができる。）
　

	設計技法
	（ソリューション設計の責任者として、最適なメソドロジ、モデリング技法を選択、適用し、ＩＴアーキテクチャ設計を実施することができる。）
　

	標準化と再利用
	（ソリューション設計の責任者として、標準化および再利用を推進し、効率的、高品質なＩＴアーキテクチャ設計を実施することができる。）
　

	コンサルティング技法の活用
	（ソリューション設計の責任者として、コンサルティング技法を適用し、ＩＴアーキテクチャ設計を実施することができる。）
　

	知的資産管理（Knowledge Management）活用
	（ソリューション設計の責任者として、知的資産のデータベース化、活用、維持、管理を行い、効率的、高品質なＩＴアーキテクチャ設計を実施することができる。）
　

	テクノロジ
	（ソリューション設計の責任者として、技術動向の把握、技術的問題解決等を行い、ＩＴアーキテクチャ設計に関する技術的な提言を行うことができる。）
　

	インダストリ（ビジネス）
	（ソリューション設計の責任者として、業界動向の把握、業界標準の理解と適用等を行い、ＩＴアーキテクチャ設計に関する技術的な提言を行うことができる。）
　

	プロジェクトマネジメント
	（ソリューション設計の責任者として、ＩＴアーキテクチャ設計に関するプロジェクト計画策定、計画実施、変更管理を行い、プロジェクトを成功裡に遂行することができる。）
　

	リーダーシップ
	（ソリューション設計の責任者として、ＩＴアーキテクチャ設計チームをリードし、プロジェクトを成功裡に遂行することができる。）
　

	コミュニケーション
	（ソリューション設計の責任者として、技術チームメンバとＩＴアーキテクチャ設計に関する技術的な意思疎通を図り、コミュニケーションを行うことができる。）
　

	ネゴシエーション
（注）レベル4のときは、チーム内の合意形成
	（ソリューション設計の責任者として、技術チームメンバとのチームコミュニケーションを図り、ＩＴアーキテクチャ設計に関する技術的なネゴシエーションを行うことができる。）
　

	専門分野固有スキル：アプリケーションアーキテクチャ

	アプリケーション
アーキテクチャ設計
	（ソリューション設計の責任者として、要件定義、アーキテクチャ設計、アーキテクチャ評価を行い、アプリケーション領域を中心としたＩＴアーキテクチャ設計を成功裡に実施することができる。）
　


（様式5-ITA/AP-240726）



3

